
AVT-C878：ユーザーマニュアル（ＭＡＣ版）　　　　　　　更新時間：2016.12.31 

第１章　　　接続・操作方法 
　　　　　　　02　動作環境・仕様について / パッケージ内容 
　　　　　　　03　本体各部の名称 
　　　　　　　04　モード切替スイッチ 
　　　　　　　05　STARTボタン / 状態ランプの動作と色の状態 
　　　　　　　06　音量調整ボタン & 音量状態ランプ 
　　　　　　　07　製品セットアップ：背面（機器との接続） 
　　　　　　　08　製品セットアップ：正面（パーティーチャット/ヘッドセット用端子） 
　　　　　　　09　モード切替方法：PCモード / 単体録画モード / カードリーダー 
　　　　　　　12　機器との接続：PlayStation 4 / iOSデバイス 

第２章　　　LGP2 Setup Tool（設定ツール）の使い方 
　　　　　　　17　デバイス音声の設定 / 単体録画モードの録画に関する設定 / HDCP検出機能 

第３章　　　サードパーティ製ソフトの使い方 
　　　　　　【3-1. QuickTime Player】 
　　　　　　　21　（アプリ起動前）製品セットアップ 
　　　　　　　22　アプリケーションの設定方法 

　　　　　　【3-2. OBS Studio（Mac版）】 
　　　　　　　26　アプリケーションのセットアップ 
　　　　　　　28　（アプリ起動前）製品セットアップ 
　　　　　　　29　アプリケーションの設定方法： 
　　　　　　　　　　 29 Step 1. アプリ起動 
　　　　　　　　　　 30 Step 2. ソースの追加：映像キャプチャーデバイス 
　　　　　　　　　　 34 Step 3. ソースの追加：音声キャプチャーデバイス 
　　　　　　　　　　 38 Step 4. 出力設定（Output）：画質・音質・エンコーダを設定します 
　　　　　　　　　　 41 Step 5. 映像設定（Video）：解像度を設定します 
　　　　　　　　　　 42 Step 6. 配信設定（Stream）：配信するための設定方法 
　　　　　　　　　　 44 Step 6. 配信/録画の開始・終了 

　　　　　　【3-3. ブラウザ（Safariなど）】 
　　　　　　　46　（アプリ起動前）製品セットアップ 
　　　　　　　47　アプリケーションの設定方法- 設定例：①　ニコニコ生放送 
　　　　　　　52　アプリケーションの設定方法- 設定例：②　Ustream 

　　　　　　【3-4. LineIn】 
　　　　　　　56-57　アプリケーションのダウンロード / 設定方法 

第４章　　　使用上のご注意 

  /  1 60

目次



・AVT-C878の製品ページまで最新の動作環境/仕様をご参照下さい。 
　http://www.avermedia.co.jp/product_swap/avt-c878_spec.html 

・AVT-C878の製品ページのQ&A： 
　http://www.avermedia.co.jp/product_swap/avt-c878_qa.html 

・製品アップデート情報はこちらからご覧いただけます。 
　http://www.avermedia.co.jp/product_swap/avt-c878_download.html 
 

　　　　　　　　　　　　　　　　 
AVT-C878本体 

                                               
　　HDMケーブル　　　 USB 2.0　    　3.5mm ステレオ　　クイックガイド 
　　　　　　　　　　　　 ケーブル　　       オーディオ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ケーブル（４極） 
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1-1. 動作環境・仕様について

PREPARATION 03

PREPARATION

Inside the Box

Check that all these items are included. Quick Guide

Live Gamer Portable 2

4-Pole 3.5 mm 
Audio Cable

RECentral 3

RECentral 3 is the streaming/recording software designed 
for Live Gamer Portable 2.

Download it from: q.avermedia.com/gc510-recentral3

USB CableHDMI Cable

EN

1-2. パッケージ内容

第１章：接続・操作方法

初めに 03

初めに

パッケージ内容

開封後は、以下のものが入っていることを確認して下さい。もし
不足している、又は破損しているなど不備のある場合は、購入店
にご相談下さい。

クイックガイド
（本書）

Live Gamer Portable 2

3.5mm ステレオ 
オーディオ 

ケーブル（4極）

オンラインマニュアル

AVerMedia 公式サイト（http://www.avermedia.co.jp/download/
index.html）にアクセスし、 AVT-C878 の最新のユーザーマニュアル
（詳細版）をダウンロードして下さい。

USB 2.0 ケーブルHDMI ケーブル

http://www.avermedia.co.jp/product_swap/avt-c878_spec.html
http://www.avermedia.co.jp/product_swap/avt-c878_qa.html
http://www.avermedia.co.jp/product_swap/avt-c878_download.html
http://www.avermedia.co.jp/product_swap/avt-c878_download.html
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1-3. 本体各部の名称

 010 使用前準備

外觀簡介

1 RECentral 按鍵 + LED

2 四段式 3.5 mm 插孔 (搖桿)

3 四段式 3.5 mm 插孔 (耳麥)

4 音量按鍵 + LED

5 模式切換開關

6 HDMI 輸出

7 HDMI 輸入

8 Micro-USB 插槽

9 microSD 卡插槽

2

1

3 4 5

6 7 8 9

TC

接続端子
対応 

付属接続ケーブル
1 STARTボタン ＆ 状態ランプ ー

2 パーティーチャット用端子（４極）
3.5mm ステレオ  
オーディオケーブル 

（４極）
3 ヘッドセット用端子（４極） ー
4 音量調整ボタン ＆ 音量状態ランプ ー

5
モード切替スイッチ
（PC←単体録画→カードリーダー）

ー

6 HDMI OUT 端子
HDMI ケーブル

7 HDMI IN 端子
8 Micro-USB 2.0 端子 USB 2.0 ケーブル

9 microSDメモリーカードスロット ー



　AVT-C878には、【PCモード】【単体録画モード】【カードリーダーモード】 
という３つのモードがあります。 
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1-4. モード切替スイッチ

 10 操作

操作

录制 & 直播按键

按一下开始录影/串流，再按一下停止。
您可于 RECentral 3 内自定义按键功能。

可由 LED 指示灯确认 GC510 直播盒的状态：
恒亮 呼吸 闪烁

   就绪    直播中        忙碌

   发生错误*    录影中        储存空间不足

音量按键

按  或  调整麦克风音量。
    (恒亮)：静音  (闪两下)：已达最大声

按住任一音量按键以切换声音模式。
    (恒亮)：Pass-Through  (閃爍)：监听*

PC 模式：透过电脑直播或录影

PC-Free 模式：不透过电脑直  接采集至 microSD 卡

读卡器模式：透过电脑读取 microSD 卡上的数据资料

模式切换开关

轻拨模式切换开关以切换 GC510 游戏直播盒的使用模式。

* 请检查您的网路，或确认已插入 microSD 卡。 * 使用监听模式确认声音平衡与输出音量。

SC

 06 OPERATION

OPERATION

RECentral Button

Press once to start recording or streaming, 
press again to stop. You can configure 
these in RECentral 3.

The LED indicates the state of LGP2: 

Constantly On Breathing Flashing

   Ready    Streaming        Busy

   Error*    Recording        Storage Low

Audio Buttons

Press  or  to adjust the microphone volume.
    (On): Muted  (Flash Twice): Limit Reached

Press and hold either button to switch between two modes. 
    (On): Pass-Through Mode  (Flashing): Monitor Mode*

PC Mode: Stream and record on PC

PC-Free Mode: Record to microSD card on the move

Storage Mode: Access microSD card from PC

Mode Switch

Flick the switch to use LGP2 between three modes.

* Check your signal, network connection, resolution, storage, or microSD card. * Use Monitor Mode to check the balance of your output volume.

EN

【PCモード】： 
　パソコンでゲームを録画・配信する際に使用するモード

 06 OPERATION

OPERATION

RECentral Button

Press once to start recording or streaming, 
press again to stop. You can configure 
these in RECentral 3.

The LED indicates the state of LGP2: 

Constantly On Breathing Flashing

   Ready    Streaming        Busy

   Error*    Recording        Storage Low

Audio Buttons

Press  or  to adjust the microphone volume.
    (On): Muted  (Flash Twice): Limit Reached

Press and hold either button to switch between two modes. 
    (On): Pass-Through Mode  (Flashing): Monitor Mode*

PC Mode: Stream and record on PC

PC-Free Mode: Record to microSD card on the move

Storage Mode: Access microSD card from PC

Mode Switch

Flick the switch to use LGP2 between three modes.

* Check your signal, network connection, resolution, storage, or microSD card. * Use Monitor Mode to check the balance of your output volume.

EN

【単体録画モード】： 
　パソコンを使わずにゲームを録画する際に使用するモード

 06 OPERATION

OPERATION

RECentral Button

Press once to start recording or streaming, 
press again to stop. You can configure 
these in RECentral 3.

The LED indicates the state of LGP2: 

Constantly On Breathing Flashing

   Ready    Streaming        Busy

   Error*    Recording        Storage Low

Audio Buttons

Press  or  to adjust the microphone volume.
    (On): Muted  (Flash Twice): Limit Reached

Press and hold either button to switch between two modes. 
    (On): Pass-Through Mode  (Flashing): Monitor Mode*

PC Mode: Stream and record on PC

PC-Free Mode: Record to microSD card on the move

Storage Mode: Access microSD card from PC

Mode Switch

Flick the switch to use LGP2 between three modes.

* Check your signal, network connection, resolution, storage, or microSD card. * Use Monitor Mode to check the balance of your output volume.

EN

【カードリーダーモード】： 
　microSDメモリーカード内の録画データをパソコンで 
　再生・コピー・データ管理などを行う時に使用するモード



　本体のSTARTボタンを押すと、録画（単体録画モード）を開始します。録画を終える 
場合は、STARTボタンを再度押します。 

※STARTボタンを設定する場合は、付属ソフト『RECentral 3（PC版）』を利用して、 
　STARTボタンを設定することができます。 

※説明： 
① 赤く点灯する時： 
　  - 映像：映像ソース・ケーブルが接続されていない / 映像ソースが入力されていない / 
　　　　　 映像ソースの解像度に対応しません 
　  - HDCP：映像コンテンツはHDCPがかけられている（→12~16 & 20ページ） 
　  - SDカード：SDカードが入らない / フォーマットの問題 / 空き容量がありません 

② 赤くすばやく点滅する時：SDカードの空き容量が低下しています 
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1-5. STARTボタン

 10 操作

操作

录制 & 直播按键

按一下开始录影/串流，再按一下停止。
您可于 RECentral 3 内自定义按键功能。

可由 LED 指示灯确认 GC510 直播盒的状态：
恒亮 呼吸 闪烁

   就绪    直播中        忙碌

   发生错误*    录影中        储存空间不足

音量按键

按  或  调整麦克风音量。
    (恒亮)：静音  (闪两下)：已达最大声

按住任一音量按键以切换声音模式。
    (恒亮)：Pass-Through  (閃爍)：监听*

PC 模式：透过电脑直播或录影

PC-Free 模式：不透过电脑直  接采集至 microSD 卡

读卡器模式：透过电脑读取 microSD 卡上的数据资料

模式切换开关

轻拨模式切换开关以切换 GC510 游戏直播盒的使用模式。

* 请检查您的网路，或确认已插入 microSD 卡。 * 使用监听模式确认声音平衡与输出音量。

SC

1-6. 状態ランプの動作と色の状態

PC録画モード 
（Macの場合）

単体録画 
モード

カードリーダー 
モード

本体起動中 
 / 処理中 青く素早く点滅

待機 青点灯

録画中 ー 赤くゆっくり点滅 ー

警告 ー
赤く点灯 /  

赤くすばやく点滅 
（※説明）

ー
 10 操作

操作

录制 & 直播按键

按一下开始录影/串流，再按一下停止。
您可于 RECentral 3 内自定义按键功能。

可由 LED 指示灯确认 GC510 直播盒的状态：
恒亮 呼吸 闪烁

   就绪    直播中        忙碌

   发生错误*    录影中        储存空间不足

音量按键

按  或  调整麦克风音量。
    (恒亮)：静音  (闪两下)：已达最大声

按住任一音量按键以切换声音模式。
    (恒亮)：Pass-Through  (閃爍)：监听*

PC 模式：透过电脑直播或录影

PC-Free 模式：不透过电脑直  接采集至 microSD 卡

读卡器模式：透过电脑读取 microSD 卡上的数据资料

模式切换开关

轻拨模式切换开关以切换 GC510 游戏直播盒的使用模式。

* 请检查您的网路，或确认已插入 microSD 卡。 * 使用监听模式确认声音平衡与输出音量。

SC

 10 操作

操作

录制 & 直播按键

按一下开始录影/串流，再按一下停止。
您可于 RECentral 3 内自定义按键功能。

可由 LED 指示灯确认 GC510 直播盒的状态：
恒亮 呼吸 闪烁

   就绪    直播中        忙碌

   发生错误*    录影中        储存空间不足

音量按键

按  或  调整麦克风音量。
    (恒亮)：静音  (闪两下)：已达最大声

按住任一音量按键以切换声音模式。
    (恒亮)：Pass-Through  (閃爍)：监听*

PC 模式：透过电脑直播或录影

PC-Free 模式：不透过电脑直  接采集至 microSD 卡

读卡器模式：透过电脑读取 microSD 卡上的数据资料

模式切换开关

轻拨模式切换开关以切换 GC510 游戏直播盒的使用模式。

* 请检查您的网路，或确认已插入 microSD 卡。 * 使用监听模式确认声音平衡与输出音量。
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 10 操作

操作

录制 & 直播按键

按一下开始录影/串流，再按一下停止。
您可于 RECentral 3 内自定义按键功能。

可由 LED 指示灯确认 GC510 直播盒的状态：
恒亮 呼吸 闪烁

   就绪    直播中        忙碌

   发生错误*    录影中        储存空间不足

音量按键

按  或  调整麦克风音量。
    (恒亮)：静音  (闪两下)：已达最大声

按住任一音量按键以切换声音模式。
    (恒亮)：Pass-Through  (閃爍)：监听*

PC 模式：透过电脑直播或录影

PC-Free 模式：不透过电脑直  接采集至 microSD 卡

读卡器模式：透过电脑读取 microSD 卡上的数据资料

模式切换开关

轻拨模式切换开关以切换 GC510 游戏直播盒的使用模式。

* 请检查您的网路，或确认已插入 microSD 卡。 * 使用监听模式确认声音平衡与输出音量。
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 10 操作

操作

录制 & 直播按键

按一下开始录影/串流，再按一下停止。
您可于 RECentral 3 内自定义按键功能。

可由 LED 指示灯确认 GC510 直播盒的状态：
恒亮 呼吸 闪烁

   就绪    直播中        忙碌

   发生错误*    录影中        储存空间不足

音量按键

按  或  调整麦克风音量。
    (恒亮)：静音  (闪两下)：已达最大声

按住任一音量按键以切换声音模式。
    (恒亮)：Pass-Through  (閃爍)：监听*

PC 模式：透过电脑直播或录影

PC-Free 模式：不透过电脑直  接采集至 microSD 卡

读卡器模式：透过电脑读取 microSD 卡上的数据资料

模式切换开关

轻拨模式切换开关以切换 GC510 游戏直播盒的使用模式。

* 请检查您的网路，或确认已插入 microSD 卡。 * 使用监听模式确认声音平衡与输出音量。

SC



【A. 音量調整ボタン】 
　この音量調整ボタンは、ヘッドセットからのマイク音声（自分の声）を調整する 
ために使用します。【ー】若しくは【＋】ボタンを押せば、マイクの音声の大きさを 
調整できます。 

※ご注意：音量調整ボタンはヘッドセット（マイク付き）を接続している場合のみ有効です。 
※マイク音声のレベルを５階段（ミュート→1→2→3→4→Max）まで調整できます。 
※Mac版の設定ツール（若しくは『RECentral 3[PC版]』）を使用し、入出力音量 
　（HDMI IN 端子/ パーティーチャット用端子 / ヘッドホン / マイク）を細かく調整すること 
　ができます（→18ページ）。 

【B. 音量調整ボタン】 
　【ー】若しくは【＋】ボタンを長押しすると、「モニターモード」に切り替わるので、 
ヘッドセットからソース音声（HDMI IN 端子、若しくはパーティーチャット用端子） 
やマイク音声（自分の声）が聞こえたら、マイクの音声をチェックしながら、 
【ー】【＋】ボタンを押してマイクの音声の大きさを調整することができます。 

　「モニターモード」の状態では、【ー】若しくは【＋】ボタンをもう一度 
長押しすると、「パススルーモード」に切り替わり、ヘッドセットからソース音声 
のみ聞こえます（マイクの声が聞こえません）。 

※ご注意：音量調整ボタンはヘッドセット（マイク付き）を接続している場合のみ有効です。 
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1-7. 音量調整ボタン ＆ 音量状態ランプ

 10 操作

操作

录制 & 直播按键

按一下开始录影/串流，再按一下停止。
您可于 RECentral 3 内自定义按键功能。

可由 LED 指示灯确认 GC510 直播盒的状态：
恒亮 呼吸 闪烁

   就绪    直播中        忙碌

   发生错误*    录影中        储存空间不足

音量按键

按  或  调整麦克风音量。
    (恒亮)：静音  (闪两下)：已达最大声

按住任一音量按键以切换声音模式。
    (恒亮)：Pass-Through  (閃爍)：监听*

PC 模式：透过电脑直播或录影

PC-Free 模式：不透过电脑直  接采集至 microSD 卡

读卡器模式：透过电脑读取 microSD 卡上的数据资料

模式切换开关

轻拨模式切换开关以切换 GC510 游戏直播盒的使用模式。

* 请检查您的网路，或确认已插入 microSD 卡。 * 使用监听模式确认声音平衡与输出音量。

SC

 10 操作

操作

录制 & 直播按键

按一下开始录影/串流，再按一下停止。
您可于 RECentral 3 内自定义按键功能。

可由 LED 指示灯确认 GC510 直播盒的状态：
恒亮 呼吸 闪烁

   就绪    直播中        忙碌

   发生错误*    录影中        储存空间不足

音量按键

按  或  调整麦克风音量。
    (恒亮)：静音  (闪两下)：已达最大声

按住任一音量按键以切换声音模式。
    (恒亮)：Pass-Through  (閃爍)：监听*

PC 模式：透过电脑直播或录影

PC-Free 模式：不透过电脑直  接采集至 microSD 卡

读卡器模式：透过电脑读取 microSD 卡上的数据资料

模式切换开关

轻拨模式切换开关以切换 GC510 游戏直播盒的使用模式。

* 请检查您的网路，或确认已插入 microSD 卡。 * 使用监听模式确认声音平衡与输出音量。
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（赤点灯）：ミュートしています

 10 操作

操作

录制 & 直播按键

按一下开始录影/串流，再按一下停止。
您可于 RECentral 3 内自定义按键功能。

可由 LED 指示灯确认 GC510 直播盒的状态：
恒亮 呼吸 闪烁

   就绪    直播中        忙碌

   发生错误*    录影中        储存空间不足

音量按键

按  或  调整麦克风音量。
    (恒亮)：静音  (闪两下)：已达最大声

按住任一音量按键以切换声音模式。
    (恒亮)：Pass-Through  (閃爍)：监听*

PC 模式：透过电脑直播或录影

PC-Free 模式：不透过电脑直  接采集至 microSD 卡

读卡器模式：透过电脑读取 microSD 卡上的数据资料

模式切换开关

轻拨模式切换开关以切换 GC510 游戏直播盒的使用模式。

* 请检查您的网路，或确认已插入 microSD 卡。 * 使用监听模式确认声音平衡与输出音量。

SC

（青２回点滅）：マイクの音量をすでに最大にしています

（青点滅）：モニターモード（ソース音声やマイク音声が聞こえます）

 10 操作

操作

录制 & 直播按键

按一下开始录影/串流，再按一下停止。
您可于 RECentral 3 内自定义按键功能。

可由 LED 指示灯确认 GC510 直播盒的状态：
恒亮 呼吸 闪烁

   就绪    直播中        忙碌

   发生错误*    录影中        储存空间不足

音量按键

按  或  调整麦克风音量。
    (恒亮)：静音  (闪两下)：已达最大声

按住任一音量按键以切换声音模式。
    (恒亮)：Pass-Through  (閃爍)：监听*

PC 模式：透过电脑直播或录影

PC-Free 模式：不透过电脑直  接采集至 microSD 卡

读卡器模式：透过电脑读取 microSD 卡上的数据资料

模式切换开关

轻拨模式切换开关以切换 GC510 游戏直播盒的使用模式。

* 请检查您的网路，或确认已插入 microSD 卡。 * 使用监听模式确认声音平衡与输出音量。

SC

（青点灯）：パススルーモード（ソース音声のみ聞こえます）

 10 操作

操作

录制 & 直播按键

按一下开始录影/串流，再按一下停止。
您可于 RECentral 3 内自定义按键功能。

可由 LED 指示灯确认 GC510 直播盒的状态：
恒亮 呼吸 闪烁

   就绪    直播中        忙碌

   发生错误*    录影中        储存空间不足

音量按键

按  或  调整麦克风音量。
    (恒亮)：静音  (闪两下)：已达最大声

按住任一音量按键以切换声音模式。
    (恒亮)：Pass-Through  (閃爍)：监听*

PC 模式：透过电脑直播或录影

PC-Free 模式：不透过电脑直  接采集至 microSD 卡

读卡器模式：透过电脑读取 microSD 卡上的数据资料

模式切换开关

轻拨模式切换开关以切换 GC510 游戏直播盒的使用模式。

* 请检查您的网路，或确认已插入 microSD 卡。 * 使用监听模式确认声音平衡与输出音量。

SC



ご注意： 
※PlayStation 4（略：PS4）を接続・録画・配信する場合は、PS4側の設定で 
　HDCP（不正コピーを防止する著作権保護技術）をあらかじめオフにして 
　下さい（→12ページ）。 
※iOSデバイスを接続・録画・配信する場合は、iOSデバイスの仕様上、 
　Mac版の設定ツール（若しくは『RECentral 3[PC版]』）を使用し、 
　AVT-C878側の「HDCP検出機能」を事前にオフにする必要があります 
　（→13~16 & 20ページ）。 
※PlayStation 3、Androidスマホ・タブレット、映像機器を接続する場合は、 
　HDMIから出力されたコンテンツはHDCPがかけられているため、録画・配信 
　はできません。 
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1-8. 製品セットアップ：① 背面（機器との接続）

機器 対応ケーブル AVT-C878本体

テレビ・モニター → HDMIケーブル → HDMI OUT 端子

ソース機器 
（ゲーム機/iOSデバイス/ 

パソコンなど）
→ HDMIケーブル → HDMI IN 端子

パソコン（PC/MAC） → USB 2.0ケーブル → Micro-USB 2.0端子

 08 製品セットアップ

ソース
機器

microSD
カード

パソコン

テレビ・
モニター

製品セットアップ

製品背面：機器との接続

機器 対応ケーブル AVT-C878 本体

テレビ・モニター → HDMI ケーブル → HDMI OUT 端子

ソース機器
（ゲーム機 /iOS デバ
イス /パソコンなど）

→ HDMI ケーブル → HDMI IN 端子

パソコン
（PC/Mac）

→ USB 2.0 ケーブル → Micro-USB 2.0 端子

※ PlayStation 4（略：PS4）を接続・録画・配信する場合は、PS4 側の設定で 
HDCP をあらかじめオフにして下さい（→ 13 ページ）。

※ iOS デバイスを接続・録画・配信する場合は、iOS デバイスの仕様上、付属 
ソフト「RECentral 3（PC 版）」（若しくは Mac 版の設定ツール）を使用し、
AVT-C878 側の「HDCP 検出機能」をオフにする必要があります（→ 14 ページ）。

※ PlayStation 3、 Android スマホ・タブレット・映像機器を接続する場合は、
HDMI から出力されたコンテンツは HDCP（不正コピーを防止する著作権保護技
術）がかけられているため、録画・配信ができません。



※動画ガイドをご参照下さい。 
　・製品セットアップ：https://www.youtube.com/watch?v=FJWTpeOBPuw&t=4s 
※1 HDMI IN 端子とパーティーチャット用端子を同時に接続する場合は、音声キャプチャーは 
　　パーティーチャット用端子からの出力が優先されます（HDMI及びパーティーチャット用端子 
　　からの出力音声を同時にキャプチャーすることはできません）。 
※2 PS4のコントローラーを接続する場合は、PS4のメニュー画面で、【設定】→ 【周辺機器】→ 
　　【オーディオ機器】の順に選び、【出力機器】を開いて、「コントローラーに接続したヘッドホン」 
　　を設定してから、【ヘッドホンへの出力】を開いて、「すべての音声」を設定して下さい 
　　（→18ページ）。 
※3 PS4のコントローラーから音声をキャプチャーする際は、PS4のコントローラーをUSBケーブルで 
　　充電しないで下さい（音声ノイズが発生する原因です）。 
※4 PS4のコントローラーを接続して、キャプチャーしたゲーム音声やヘッドセット端子から拾った音声 
　　が小さい場合は、PS4メニュー画面で、【設定】→【周辺機器】→【オーディオ機器】の順に選び、 
　　【音量コントロール（ヘッドホン）】を開いて、コントローラーの方向キーで音量レベルを上げて 
　　から、Mac版の設定ツール（若しくは『RECentral 3[PC版]』）を使用して、AVT-C878側の 
　　「パーティーチャット用端子」の入力音声を上げて下さい（→18ページ / Q&A）。 
※5 ソース機器を接続して、ヘッドセット端子から拾った音声が小さい場合は、Mac版の設定ツール 
　　（若しくは『RECentral 3[PC版]』）を使用して、AVT-C878側のHDMI IN 端子の入力音声及び 
　　ヘッドセット用端子の出力音声（ヘッドホン）を大きく調整して下さい（→18ページ/Q&A）。 
※6 PlayStation 4、Xbox Oneに対応するゲーミングヘッドセット（4極）を利用することをお勧めします 
　　- ご使用のヘッドセット/イヤホンの仕様により、対応できない可能性もあります。 
　　- iPhone / iPod付属のイヤホン（EarPods with 3.5 mm Headphone Plug）には対応して 
　　　おりません（AVT-C878と接続すると、音声ノイズが発生します）。 
　　- 3極及び「OMTP」仕様の4極プラグを採用するヘッドセットに対応しておりません。 
　　- 弊社が検証したAVT-C878に対応できるヘッドセットは、Q&Aページをご参照下さい。 
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1-8. 製品セットアップ：② 正面 
（パーティーチャット/ヘッドセット用端子）

機器 対応ケーブル AVT-C878本体
コントローラー 

（PS4/Xbox Oneのコントロー 
ラーのイヤホンジャックで接続）

→
3.5mmステレオ 
　オーディオ 
ケーブル（4極）

→ パーティーチャット 
用端子（※1~5）

ヘッドセット（※2） → ヘッドセット用端子

製品セットアップ 09

製品正面：パーティーチャット /ヘッドセット入出力

ゲーム機 
（例：PS4） 

コントローラー ヘッドセット

機器 対応ケーブル AVT-C878 本体

コントローラー
（PS4/Xbox One の
コントローラーの
イヤホンジャックで

接続）

→
3.5mm ステレオ 

　オーディオケーブ
ル（4極）

→
パーティーチャット 

用端子（※ 1）

ヘッドセット（※ 2） → ヘッドセット用端子

※ 1 HDMI IN 端子とパーティーチャット用端子を同時に接続する場合は、 
音声キャプチャーはパーティーチャット用端子からの出力が優先されます

（HDMI 及びパーティーチャット用端子からの出力音声を同時にキャプチャー 
することができません）。

※ 2 PS4 のコントローラーを接続する場合は、 PS4 のメニュー画面で、【設定】 
→【周辺機器】→【オーディオ機器】の順に選び、【ヘッドホンへの出力】を 
開いて、「すべての音声」を設定して下さい（→詳しくは AVT-C878 製品ページ
の Q&A までご参照下さい）。

※ 3 ゲーミングヘッドセットを利用することをお勧めします。 
（ご注意：ご使用のヘッドセット /イヤホンの仕様により、対応できない 
可能性もあります。）

https://www.youtube.com/watch?v=FJWTpeOBPuw&t=4s
http://www.avermedia.co.jp/product_swap/avt-c878_qa.html
http://www.avermedia.co.jp/product_swap/avt-c878_qa.html
http://www.apple.com/jp/shop/product/MD827FE/A/earpods-with-35-mm-headphone-plug
http://www.avermedia.co.jp/product_swap/avt-c878_qa.html


Step 1. 
　モード切替スイッチを左にスライドすると「PCモード」が選択されます。 

Step 2. 
　AVT-C878のHDMI IN 端子と録画・配信するソース機器 
（ゲーム機・iOSデバイスなど）の映像/音声出力を接続します。 

Step 3. 
　付属のUSB 2.0 ケーブルでパソコン（Mac）と接続します。 

Step 4. 
　サードパーティ製ソフト（QuickTime Player、OBS Studioなど）を起動してから 
パソコンに録画・配信を行います（→21~58ページ）。 

※動画ガイドをご参照下さい。 
　・製品セットアップ：https://www.youtube.com/watch?v=x2L7-g85geY 
　・人気ゲーム実況者『コジマ店員』より製品紹介ビデオ： 
　　https://www.youtube.com/watch?v=1v7Q-y2XRDU&t=6s 
※下記のサイトをご参照下さい。 
　（PCモード）http://www18.atwiki.jp/live2ch/pages/456.html 

【サードパーティ製ソフトについて】 
※AVT-C878はUVC（USB Video Class）、UAC（USB Audio Class）対応のプラグ＆プレイ 
　の製品なので、別途専用ドライバーをインストールしなくても、Webカメラのように自動的に 
　ソフトウエアから認識することが可能です。 
※『OBS Studio』を利用すれば、1台のパソコン（Mac）で複数台のAVT-C878を接続して、 
　同時に録画・配信を行うことが可能です（例えば、1台はゲーム機、1台はカメラ等）。 
　但し、パソコンのパフォーマンスにより、複数接続する場合はCPU使用率が100%以上占有 
　してしまい、正常に使用できない可能性がありますので、正常に使用することを保証できま 
　せん（→36ページ）。 
※AVT-C878はサードパーティ製ソフトに対応しておりますが、但し、全てのサードパーティ製 
　ソフトへの対応を保証できかねます。また、サードパーティ製ソフトの更新・Bugにより、 
　対応できなくなる可能性がありますので、ご了承下さい。 
※本製品にサードパーティ製ソフトウェアは付属しておりませんので、別途ご用意して下さい。 
※各サードパーティ製ソフトに対するお問い合わせ、その他のご質問につきましては、 
　各ソフトのサポート窓口などにお問い合わせください。  
※サードパーティ製ソフトの使用によって生じるあらゆる直接的・間接的故障・損害に関して、 
　当社は一切の責任を負いません。 
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1-9. モード切替方法：① PCモード

https://www.youtube.com/watch?v=x2L7-g85geY
https://www.youtube.com/watch?v=1v7Q-y2XRDU&t=6s
http://www18.atwiki.jp/live2ch/pages/456.html


Step 1.　モード切替スイッチを真ん中にスライドすると「単体録画モード」が選択されます。 

Step 2.　microSDメモリーカードをAVT-C878に入れます。 

Step 3.　AVT-C878のHDMI IN 端子と録画・配信する機器 
（ゲーム機・iOSデバイス・パソコンなど）の映像/音声出力を接続します。 

Step 4.　付属のUSB 2.0 ケーブルでパソコンと接続するか、若しくはUSBアダプター /  
モバイルバッテリーと接続して給電します。 

Step 5.　録画手順：本体のSTARTボタンを押して録画を開始します。 
録画を終える場合は、STARTボタンを再度押して録画を保存します。 

※動画ガイドをご参照下さい。 
　・製品セットアップ：https://www.youtube.com/watch?v=Yd0WLXahWE4 
　・人気ゲーム実況者『コジマ店員』より製品紹介ビデオ： 
　　https://www.youtube.com/watch?v=1v7Q-y2XRDU&t=6s 
※下記のサイトをご参照下さい。 
　（単体録画モード）http://www18.atwiki.jp/live2ch/pages/456.html 

ご注意： 
※使用するmicroSDメモリーカードはSDHC Class 10以上使用推奨。 
※単体録画モードの録画品質（映像ビットレート）の設定には　 
　Mac版の設定ツール（若しくは『RECentral 3[PC版]』）を使用して下さい。 
※AVT-C878 は全ての市販のmicroSDメモリーカードに対応することを保証できません。 
※自動暗号化機能搭載のmicroSD メモリーカードに対応しておりません。 
※microSDメモリーカードに記録されたデータの消失・破損に関して、当社は一切 
　その責任を負いかねますのであらかじめご了承下さい。 
※microSDメモリーカードの寿命や事故によりデータが消失する恐れがありますので、 
　microSDメモリーカードのデータは定期的にバック アップを行って下さい。 
※単体録画モードでは、映像ソース機器（パソコン・ゲーム機など）若しくは 
　USBアダプター/モバイルバッテリーと接続したUSBケーブルでAVT-C878本体に給電を 
　行います。ゲーム機によっては、給電が不足し、動作が不安定になる場合があります。 
　その際は、パソコンやUSBアダプターからの給電をお勧めします。 
※AVT-C878をWii U本体のUSBポートに接続して使用する場合は、給電が不足し、 
　動作が不安定になる場合がありますので、Wii Uの接続を避けて下さい。 
※USBアダプター/モバイルバッテリーを利用する場合は、5V,1A仕様の物を使用すること 
　をお勧めします（6000mAhのモバイルバッテリーを使用すれば、3.5時間程度使えます）。 
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1-9. モード切替方法：② 単体録画モード

https://www.youtube.com/watch?v=Yd0WLXahWE4
https://www.youtube.com/watch?v=1v7Q-y2XRDU&t=6s
http://www18.atwiki.jp/live2ch/pages/456.html


Step 1. 
　モード切替スイッチを右にスライドすると【カードリーダーモード】 
が選択されます。 

Step 2. 
　microSDメモリーカードが入った状態のAVT-C878とパソコン（Mac）を 
USB 2.0ケーブルで接続すると、AVT-C878を外付けドライブとして使用できます。 
「Finder」でmicroSDメモリーカードに記録したファイルをパソコンにコピー 
したり、録画ファイルを直接に再生したりすることができます。 

Step 3. 
　MacからAVT-C878を取り外す場合や【カードリーダーモード】から 
PC/単体録画モードに切り替える場合は、必ずアイコン（外付けドライブと認識された 
AVT-C878）をゴミ箱にドラッグし、デスクトップからアイコンが消えたのを 
確認して下さい。 

※動画ガイドをご参照下さい。 
　・製品セットアップ：https://www.youtube.com/watch?v=Yd0WLXahWE4 
　・人気ゲーム実況者『コジマ店員』より製品紹介ビデオ： 
　　https://www.youtube.com/watch?v=1v7Q-y2XRDU&t=6s 

ご注意： 
※AVT-C878 を強引にパソコンから引き抜くと、録画データは破損する恐れがあります。 
※microSDメモリーカードの寿命や事故によりデータが消失する恐れがありますので、 
　microSDメモリーカードのデータは定期的にバックアップを行って下さい。 
※AVT-C878 は全ての市販のmicroSDメモリーカードには対応することを保証できません。 
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1-9. モード切替方法：③ カードリーダーモード

https://www.youtube.com/watch?v=Yd0WLXahWE4
https://www.youtube.com/watch?v=1v7Q-y2XRDU&t=6s


・Playstation 4 側の設定でHDCPをオフしでき下さい： 

　PlayStation 4（略：PS4）を録画/配信する場合、PS4側の設定でHDCPを 
あらかじめオフにして下さい（※但し、BD/DVDなどの録画・配信はできません。） 

Step 1.  
　必ずPS4を「システムソフトウェアバージョン1.70」以降にアップデートして下さい。 

Step 2. 
　PS4のメニュー画面で、【設定】を選択して、「システム」→ 
「HDCPを有効にする」のチェックを外して、HDCP機能を解除して下さい。 
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1-10. 機器との接続： 
① PlayStation 4を接続する場合



・AVT-C878側のHDCP検出機能をオフして下さい： 

　iOSデバイス（iPhone / iPad / iPod touch）のゲームアプリを録画/配信する場合、 
iOSデバイスの仕様上、Mac版の設定ツール（若しくは『RECentral 3[PC版]』） 
を使用して、AVT-C878 側の「HDCP検出機能」を事前にオフにする必要があります。 

ご注意： 
※「HDCP検出機能」をオフにしても著作権保護されたコンテンツ 
　（例：iTunesなど版権物の映画コンテンツ）を録画・配信できません。 
※（AVT-C878）初期設定はこの機能がONになっているため、この状態で 
　iOSデバイスを接続すると状態ランプが「赤く点灯」したり、 
　キャプチャーソフト側が「！Copy Protected Content」と表示され、 
　使用できません（→詳しくは16ページ）。 
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1-10. 機器との接続： 
② iOSデバイスを接続する場合



【『LGP2 Setup Tool』を利用して、HDCP検出機能をオフする方法】 

Step 1. 
　Digital AVアダプタ（HDMI変換アダプタ)を使用して、iOSデバイスとAVT-C878、 
パソコン（Mac）を接続して下さい。 

ご注意： 
※iOSデバイスとの接続には、別売りのApple製純正Digital AVアダプタ（HDMI変換 
　アダプタ）が必要です（付属しておりません）。 
※Andriodスマホ・タブレットを接続する場合は、HDMIから出力されたコンテンツ 
　はHDCP（不正コピーを防止する著作権保護技術）がかけられているため、 
　映像の表示（キャプチャーソフト）録画・配信ができません。 

Step 2. 
　AVerMedia 公式サイト（http://www.avermedia.co.jp/download/index.html）に 
アクセスし、Mac版の設定ツールの最新バージョンをダウンロードします。 

Step 3. 
　ダウンロードが完了したら、『LGP2 Setup Tool（設定ツール）』 
のアイコンをダブルクリックして起動します。 
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http://www.apple.com/jp
http://www.avermedia.co.jp/download/index.html


Step 4. 
　以下の図のように、AVT-C878側の「HDCP検出機能」をオフにして下さい。 

※PS3及び他のコンポーネント出力を持つ家庭用ゲーム機（Wii、PS2など）を録画・配信したい 
　場合は、弊社のコンポーネント対応のキャプチャー製品をご利用下さい（製品付属の「PS3 
　専用ケーブル」若しくは「ゲーム機接続用ケーブル 」を利用すれば、PS3/2、Wiiを 
　キャプチャーできます。 
　【弊社コンポーネント対応キャプチャー製品一覧】 
　・（USB接続タイプ製品）：GC550、CV710、AVT-C875 
　・（アプライアンスタイプ製品）：AVT-C285 
※他社製の映像変換コンバーター（コンポーネント→HDMI、コンポジット→HDMIなど）、 
　スプリッタなどを使用する場合は、ご使用の機器の回路仕様などにより、AVT-C878の 
　対応解像度が合っても対応できない場合もあります。 

※PS4 / iOSデバイスをAVT-C878に接続して、以下の２つの症状が現れた場合は、次の操作 
　を行って下さい： 
　①ソフト側（OBS Studio for Mac、Apple QuickTimeなど）が 
　　「Copy Protected Content」と表示される。 

　②AVT-C878の「単体録画モード」で、モニター・TV側の映像は表示されるが、 
　　AVT-C878本体の状態ランプが「赤く点灯」して録画ができない。 
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http://www.avermedia.co.jp/product_swap/gc550.html
http://www.avermedia.co.jp/product_swap/avt-cv710.html
http://www.avermedia.co.jp/product_swap/avt-c875.html
http://www.avermedia.co.jp/product_swap/avt-c285.html


【PlayStation 4】 
　PlayStation 4を「システムソフトウェア バージョン1.70」以降にアップデートしてから、 
PS4側で「設定」→「システム」→「HDCPを有効にする」のチェックを外して、 
HDCP機能を解除してください（→12ページ）。 

【iOSデバイス】 
　Mac版の設定ツール（若しくは『RECentral 3[PC版]』）を使用して、AVT-C878側の 
「HDCP検出機能」をオフにして下さい（→13~15ページ）。 

※詳細は下記をご覧ください： 
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①　PCモード

ソフト側（RECentral 3、サードパーティ製ソフト）

（AVT-C878）HDCP ON （AVT-C878）HDCP OFF

PlayStation 4

HDCP 
ON

☓ 
(「Copy Protected Content」  

と表示されます） 
⇛対策：PS4側のHDCPをオフ

☓ 
（黒い画面） 

⇛対策：PS4側のHDCPをオフ

HDCP 
OFF

◯ ◯

iOSデバイス 
（iPhone・iPad）

☓ 
(「Copy Protected Content」  

と表示されます） 
⇛対策：AVT-C878側のHDCPをオフ

◯

②　単体録画モードモード

モニター・TV側（パススルー）

（AVT-C878）HDCP ON （AVT-C878）HDCP OFF

PlayStation 4

HDCP 
ON

☓ 
（映像の表示ができますが、AVT-C878 
本体の状態ランプが「赤く点灯」して、 

録画ができません） 
⇛対策：PS4側のHDCPをオフ

☓ 
（黒い画面） 

⇛対策：PS4側のHDCPを 
オフ

HDCP 
OFF

◯ ◯

iOSデバイス 
（iPhone・iPad）

☓ 
（映像の表示ができますが、AVT-C878 
本体の状態ランプが「赤く点灯」して、 

録画ができません） 
⇛対策：AVT-C878側のHDCPをオフ

◯



 

ダウンロードページ： 
http://www.avermedia.co.jp/product_swap/avt-c878_download.html 

【①　デバイス音声の設定】 

  /  17 60

第2章： LGP2 Setup Tool（設定ツール）の使い方

① デバイス音声の設定 【HDMI/パーティーチャット用端子】、【ヘッドホン】、 
【マイク】を設定します（→18ページ）

② 単体録画モードの 
録画に関する設定 （単体録画モード）録画画質を設定します（→19ページ）

③ HDCP検出機能 AVT-C878本体の【HDCP検出】をオン/オフに 
します（→20ページ）

④ ファームウェア（Firmware）のバージョン情報

http://www.avermedia.co.jp/product_swap/avt-c878_download.html


ご注意： 
※HDMI IN 端子とパーティーチャット用端子を同時に接続する場合は、音声キャプチャーは 
　パーティーチャット用端子からの出力が優先されます（HDMI及びパーティーチャット用端子 
　からの出力音声を同時にキャプチャーすることはできません）。 
※ソース機器を接続して、ヘッドセット端子から拾った音声が小さい場合は、本設定ツールを使用して、 
　AVT-C878側のHDMI IN 端子の入力音声及びヘッドセット用端子の出力音声（ヘッドホン） 
　を大きく調整して下さい（→詳しくはQ&A）。 
※デバイス音声の設定は、PCモード及び単体録画モードの両方に適用されます。 

※PS4のコントローラーを接続する場合は、以下の図のように、PS4のメニュー画面で、【設定】→  
　【周辺機器】→【オーディオ機器】の順に選び、【出力機器】を開いて、「コントローラーに接続した 
　ヘッドホン」を設定してから、【ヘッドホンへの出力】を開いて、「すべての音声」を設定して下さい。 
※PS4のコントローラーを接続して、キャプチャーしたゲーム音声やヘッドセット端子から拾った音声 
　が小さい場合は、PS4メニュー画面で、【設定】→【周辺機器】→【オーディオ機器】の順に選び、 
　【音量コントロール（ヘッドホン）】を開いて、コントローラーの方向キーで音量レベルを上げて 
　から、本設定ツールを使用して、AVT-C878側の「HDMI/パーティーチャット用端子」の入力音声を 
　上げて下さい（→詳しくはQ&A）。 
※PS4のコントローラーから音声をキャプチャーする際は、PS4のコントローラーをUSBケーブルで 
　充電しないで下さい（音声ノイズが発生する原因です）。 
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http://www.avermedia.co.jp/product_swap/avt-c878_qa.html
http://www.avermedia.co.jp/product_swap/avt-c878_qa.html


【②　単体録画モードの録画に関する設定】 

（単体録画モード）録画品質： 
　動画の画質を「最高」、「良い」、「標準」から選んで下さい。 

※詳細は下記をご覧ください： 
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解像度
映像ビットレート（分/1GB）

最高 良い 標準

1920 x 1080p 20 Mbps: 
6.8分 / 1GB

15 Mbps: 
9.1分 / 1GB

10 Mbps: 
13.7分 / 1GB

1920 x 1080i 15 Mbps: 
9.1 分 / 1GB

12 Mbps: 
11.4 分 / 1GB

 8 Mbps: 
17.1 分 / 1GB

1280 x 720 15 Mbps: 
9.1 分 / 1GB

12 Mbps: 
11.4 分 / 1GB

 8 Mbps: 
17.1 分 / 1GB

720 x480 8 Mbps: 
17.1 分 / 1GB

6 Mbps: 
22.8 分 / 1GB

4 Mbps: 
34.1 分 / 1GB

※映像ビットレートや録画可能時間は、お使いの解像度により異なります。



【③　HDCP検出機能】 

　AVT-C878本体の【HDCP検出】をオン/オフにします。 

　iOSデバイス（iPhone / iPad / iPod touch）のゲームアプリを録画/配信する場合、 
AVT-C878 側の「HDCP検出機能」を事前にオフにして下さい（→14~16ページ）。 
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■　（アプリ起動前）製品セットアップ 

Step 1. 
　（AVT-C878）モード切替スイッチを左にスライドして、「PCモード」を選択します。 

Step 2. 
　AVT-C878のHDMI IN 端子と録画・配信するソース機器（ゲーム機など） 
の映像/音声出力（HDMI OUT 端子）を接続します。 

Step 3. 
　付属のUSB 2.0 ケーブルでパソコン（Mac）と接続します。 
そして、ソース機器の電源を入れて起動して下さい（ソース機器から映像と音声 
が出力されます）。 

Step 4. 
　Apple メニュー → 【システム環境設定】→【サウンド】→「入力」タブの順に選択して、 
【Live Gamer Portable 2】を選択して下さい。 
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第3章： サードパーティ製ソフトの使い方

3-1. QuickTime Player

Live Gamer Portable 2（AVT-C878）を通し
て、ソース機器から入力された音声の信号レベル
が表示されます。



■　アプリケーションの設定方法 

Step 1. 
　Finderの「アプリケーション」フォルダから「QuickTime Player」 
を起動します。 

Step 2. 
　上部メニューから「ファイル」→「新規ムービー収録」の順に選択します。 
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Step 3. 
①　収録ボタンの横にある矢印をクリックし、【カメラ】及び【マイク】 
　　の選択肢の中にある「Live Gamer Portable 2」を選択します。 
②　【画質】は「高」と「最高」を選択します。 
③　スライダをドラッグしてプレビュー音声の大きさを調整します。 

④　これらの設定に切り替えると、AVT-C878と接続しているソース機器 
　　（ゲーム機など）の画面がQuickTimeに映し出されます（プレビュー）。 

※こんな時： 
　映像が映らない、若しくは【カメラ】及び【マイク】に「Live Gamer Portable 2」 
　という項目が表示・認識されない場合は、下記をご確認下さい： 
　1)　AVT-C878を使用している他の録画・配信ソフト・ブラウザを終了して下さい。 
　2)　AVT-C878と接続しているソース機器（ゲーム機など）が起動するか、 
　　　ソース機器が正しく接続されるか、改めて確認して下さい。 
　3)　一度『QuickTIme Player』を終了し、AVT-C878に接続しているUSB・HDMI 
　　　ケーブルを全て外して、再度接続してから、『QuickTime Player』を再起動して、 
　　　【カメラ】及び【マイク】を「Live Gamer Portable 2」に設定し、映像と音声 
　　　が正常に出力・表示されるかどうか、改めて確認して下さい。 
　4)　Macがスリープ復帰時にデバイス（AVT-C878）の認識をしなくなる場合は、 
　　　AVT-C878に接続しているUSB・HDMIケーブルを全て外し、改めて接続して 
　　　再試行して下さい。解決できない場合は、一度Macを再起動してから、 
　　　再度お試し下さい。 
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②

①

③

④



　5)　『QuickTime Player』でソース機器の音声が入力されない場合 
　　　（【音声入力キャプチャ】の入力レベルが動いていない）は、 
　　　Apple メニュー → 【システム環境設定】 → 【サウンド】 → 「入力」タブ 
　　　の順に選択して、【Live Gamer Portable 2】を選択して下さい（→21ページ）。 
　6)　ソース機器の接続に関しての詳細は製品ページのQ&Aページまで。 

Step 4. 
　録画を開始するには、録画ボタンを押します。録画を終了する場合は、 
録画ボタンを再度押して下さい（※AVT-C878と接続しているソース機器 
の映像のプレビューが中止されます）。 

 

Step 5. 
①　一時保存された録画を再生できます。 
②　共有ボタンをクリックして、Facebook / YouTubeなどにシェアする 
　　ことができます　 
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① ②

↓録画ボタン

http://www.avermedia.co.jp/product_swap/avt-c878_qa.html


Step 6. 
　録画を保存したい場合は、上部メニューから「ファイル」→「保存」 
の順に選択します。 

Step 7. 
　録画を再開したい場合は、上部メニューから「ファイル」→「新規ムービー収録」
の順に選択して下さい。 
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■　アプリケーションのセットアップ 

　『OBS Studio（Open Broadcaster Software Studio）』公式サイト 
（https://obsproject.com）にアクセスし、『OBS for Studio』をダウンロード 
します。 

　

　ダウンロードが完了したら、アイコンをダブルクリックすると、 
「OBS Studio」がマウントされます。クリックすると「OBS Studio」が 
マウントされます。 
　「OBS Studio」をクリックして、「OBS.pkg」のアイコンをダブルクリックし
てインストーラーを立ち上げ、画面の指示に従ってインストールを進めて下さい。 
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3-2. OBS Studio（Mac版）

https://obsproject.com
https://obsproject.com


※こんな時： 
　「OBS.pkg」をインストールする時に、Gatekeeperを設定している場合は、 
　以下の画面が出ます。 

　解決策： 
　Gatekeeper のオプションは、Apple メニュー → 【システム環境設定】 → 
　【セキュリティとプライバシー】→ 「一般」タブの「ダウンロードした 
　アプリケーションの実行許可」で設定できます。 

　 

　※Gatekeeperに関する詳しい情報は下記のサイトをご参照下さい。 
　https://support.apple.com/ja-jp/HT202491 
　https://support.apple.com/kb/PH21769?locale=ja_JP&viewlocale=ja_JP 
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https://support.apple.com/ja-jp/HT202491
https://support.apple.com/kb/PH21769?locale=ja_JP&viewlocale=ja_JP


■　（アプリ起動前）製品セットアップ 

Step 1. 
　（AVT-C878）モード切替スイッチを左にスライドして、「PCモード」を選択します。 

Step 2. 
　AVT-C878のHDMI IN 端子と録画・配信するソース機器（ゲーム機など） 
の映像/音声出力（HDMI OUT 端子）を接続します。 

Step 3. 
　付属のUSB 2.0 ケーブルでパソコン（Mac）と接続します。 
　そして、ソース機器の電源を入れて起動して下さい（ソース機器から映像と音声 
が出力されます）。 

Step 4. 
　Apple メニュー → 【システム環境設定】→【サウンド】→「入力」タブの順に 
選択して、【Live Gamer Portable 2】を選択して下さい（→21ページ）。 
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■アプリケーションの設定方法 

※『OBS Studio（Mac版）』の使用・設定方法は、下記のサイトをご参照下さい。 
　http://ch.nicovideo.jp/kenta0644/blomaga/ar537095 

　https://www18.atwiki.jp/live2ch/pages/491.html 

　https://www18.atwiki.jp/live2ch/pages/492.html 

　http://ch.nicovideo.jp/Nico-Broadcasting-tool/blomaga/ar986827 

　http://ch.nicovideo.jp/isotope/blomaga/ar773745 

　http://com.nicovideo.jp/community/co215648 

Step 1. 
　Finderの「アプリケーション」フォルダから「OBS」を起動します。 

※既定の表示言語は英語ですので、表示言語を日本語に変更したい場合は 
　以下の図のように、「設定」→「一般」の順にクリックして、 
　OBS Studioの表示言語を日本語に切替えてから、【OK】を押して 
　『OBS Studio』を一度終了して再度起動して下さい。 
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http://ch.nicovideo.jp/kenta0644/blomaga/ar537095
https://www18.atwiki.jp/live2ch/pages/491.html
https://www18.atwiki.jp/live2ch/pages/492.html
http://ch.nicovideo.jp/Nico-Broadcasting-tool/blomaga/ar986827
http://ch.nicovideo.jp/isotope/blomaga/ar773745
http://com.nicovideo.jp/community/co215648


Step 2. 
　ソースの追加：映像キャプチャーデバイス 

①　「ソース」の「+」をクリックして、 
　　「映像キャプチャデバイス」を選択します。 

　 

　 
　 

②　ソースに任意の名前をつけて【OK】をクリックします 
　　（そのままの名前でもかまいません）。 
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③　「デバイス」で 「Live Gamer Portable 2」を選択すると、AVT-C878と 
　　接続しているソース機器（ゲーム機など）の画面がOBS Studioに 
　　映し出されたら、【OK】をクリックします。 

　　※「バッファリングを使用する」にチェックを入れて下さい。 
　　　入力される映像の表示のパフォーマンスを向上させることができます 
　　（映像表示の遅延を低減します）。 

　　※プリセット：OBS Studioのプレビュー画面上のソースの表示サイズ 
　　　（プレビュー解像度  ※録画・配信解像度ではありません）を設定します。 
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Resolution  
（プレビュー解像度）

【プリセットを使用】 
のチェックを入れる場合

1280x720、960x540、640x480、 
352x288、320x240

【プリセットを使用】 
のチェックを外した場合

1280x720、960x540、640x480、 
352x288、320x240

フレームレート 
（プレビューFPS） 60、50、30、25



※こんな時： 
　プレビュー解像度を1920x1080に設定したい / プレビュー解像度・FPS 
　をカスタマイズ設定したい、あるいは表示した映像が異常（以下、 
　左図のように）・表示できない（黒い画面）の場合は、【プリセットを使用】 
　のチェックを外せば、解像度・FPSをカスタマイズ設定できます。 

　 

※映像が映らない、若しくは【デバイス】に「Live Gamer Portable 2」 
　という項目が表示・認識されない場合は、下記をご確認下さい： 
　1)　AVT-C878を使用している他の録画・配信ソフト・ブラウザを終了して下さい。 
　2)　AVT-C878と接続しているソース機器（ゲーム機など）が起動するか、 
　　　ソース機器が正しく接続されるか、改めて確認して下さい。 
　3)　『OBS Studio』の【Resolution（解像度）】をAVT-C878に入力した 
　　　映像ソースの解像度と一致させて下さい。　 
　4)　1.　一度『OBS Studio』を終了し、AVT-C878に接続しているUSB・HDMI 
　　　　　ケーブルを全て外して、再度接続してから、『QuickTime Player』 
　　　　　を起動して、【カメラ】及び【マイク】を「Live Gamer Portable 2」 
　　　　　に改めて設定し、映像と音声が正常に出力・表示されるかどうか、 
　　　　　改めて確認して下さい。 
　　　2.　『QuickTime Player』を終了して、『OBS Studio』を再起動します。 
　　　　　【デバイス】を「Live Gamer Portable 2」に設定し、映像が正常に 
　　　　　出力・表示されるかどうか、改めて確認して下さい。 
　5)　Macがスリープ復帰時にデバイス（AVT-C878）の認識をしなくなる場合は、 
　　　AVT-C878に接続しているUSB・HDMIケーブルを全て外し、改めて接続して 
　　　再試行して下さい。解決できない場合は、一度Macを再起動してから、 
　　　再度お試し下さい。 
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　6)　『QuickTime Player』でソース機器の音声が入力されない場合 
　　　（【音声入力キャプチャ】の入力レベルが動いていない）は、 
　　　Apple メニュー → 【システム環境設定】 → 【サウンド】 → 「入力」タブ 
　　　の順に選択して、【Live Gamer Portable 2】を選択して下さい（→21ページ）。 
　7)　ソース機器の接続に関しての詳細は製品ページのQ&Aページまで。 

④　『OBS Studio』のプレビュー画面上で、移動やサイズ変更したいソース 
　　をクリックすると、ソースが赤い線で囲われ、ソースの辺・角をドラッグ 
　　すれば拡大・縮小することができます。 

　　より簡単な方法でソースをプレビュー画面に合わせて表示することも 
　できます。ソースが赤い枠で囲われた状態であることを確認し、 
　右クリック後「変換」から「画面に合わせる 」を選択するか、 
　キーボードの ⌘（Command） + F キーを押します。 
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http://www.avermedia.co.jp/product_swap/avt-c878_qa.html


Step 3. 
　ソースの追加：音声入力キャプチャーデバイス 

①「ソース」の「+」をクリックして、「音声入力キャプチャー」を選択します。 

②ソースに任意の名前をつけて「OK」をクリックします 
　　（そのままの名前でもかまいません）。 
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③「デバイス」で 「Live Gamer Portable 2」を選択すると、【ミキサー】にて 
　【音声入力キャプチャ】という項目が追加されます。 

※OBS Studioで、ソース機器の音声をプレビューできません（音声は出ません）が、 
　配信（視聴者にゲームを聞いてもらう）・録画（録画してできた動画）は 
　問題ありません。ソース機器の音声をプレビューしながら録画したい場合は、 
　『QuickTime Player』を利用することをお勧めします。 
※『OBS Studio』を使ってソース機器の音声を聞きたい場合は、 
　『LineIn』というソフトを利用して下さい（但し、音ズレは発生します） 
　（『LineIn』の使用方法は、56ページまでご参照下さい）。 

 

 

※こんな時： 
　OBS Studioでソース機器の音声が入力されない場合 
　（【音声入力キャプチャ】の入力レベルが動いていない）は、Apple メニュー  
　→ 【システム環境設定】 → 【サウンド】 → 「入力」タブの順に選択して、 
　【Live Gamer Portable 2】を選択して下さい（→21ページ）。 
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Live Gamer Portable 2（AVT-C878）を通して、ソース 
機器から入力された音声の信号レベルが表示されます。



※1台のパソコン（Mac）で複数台のAVT-C878を接続する場合は、 
　『OBS Studio』で複数台のAVT-C878を設置してから、同時に配信・録画を 
　行うことが可能です（例えば、1台はゲーム機、1台はカメラ等）。  
　但し、パソコンのパフォーマンスにより、複数接続する場合はCPU使用率 
　が100%以上占有してしまい、 正常に使用できない可能性がありますので、 
　正常に使用することを保証できません。 

　※「アップル VT H.264 ハードウェアエンコーダ」（QSV）を使用して　、 
　　CPU負荷を下げ、PCのパフォーマンスを向上することを 
　　お勧めします（→37~38ページ）。 

■　接続例 

■　設定例（２台のAVT-C878を設置する場合） 
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AVT-C878②AVT-C878①



Step 4. 
　（出力設定[Output]）画質・音質・エンコーダを設定します 

　以下の図のように、「設定」→「出力」の順にクリックすると、 
配信・録画の画質及び音質を設定することができます。 

■　出力モードが【基本】の場合： 
　下記の図のように、出力モードが【基本】の場合は、 
・配信：映像ビットレート、エンコーダ（ソフトウェア[x264]）、音声ビットレート 
・録画：録画ファイルのパス、録画品質、録画フォーマット 
などをカスタマイズ設定できます。 
  
※映像ビットレートの単位は「kbps」です（例：2500kbps = 2.5Mbps）。 
　音声ビットレートの単位は「kbps」です。 
　ビットレートは、数字が大きいほど高画質・高音質な録画・配信にできます。 
※録画フォーマット：「flv」「mp4」「mov」「mkv」「ts」「m3u8」が 
　選択可能。 
※高画質録画を行う場合は、映像ビットレートは「6000」若しくは「8000」以上 
　を設定することをお勧めします。 
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■　出力モードが【詳細】の場合： 
　【出力モード】を「詳細」にすると、上級者向けの録画・配信・音声など 
を細かく設定することができます。 

　ご使用のMacによっては、（録画・配信）エンコードの設定で 
　・ハードウェアエンコーダ： 
　　- 「アップル VT H.264 ハードウェアエンコーダ（QSV）」 
　・ソフトウェアエンコーダ： 
　　-「x264」 
　　- 「アップル V以下の二つ.264 ソフトウェアエンコーダ」 
　などを選択できます。 

　「アップル VT H.264 ハードウェアエンコーダ」を有効化している状態では、 
CPU負荷を下げられるため、PCのパフォーマンスを向上することができます。 

※設定方法は、下記のサイトをご参照下さい。 
　http://ch.nicovideo.jp/kenta0644/blomaga/ar537095 

　https://www18.atwiki.jp/live2ch/pages/491.html 

　https://www18.atwiki.jp/live2ch/pages/492.html 
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http://ch.nicovideo.jp/kenta0644/blomaga/ar537095
https://www18.atwiki.jp/live2ch/pages/491.html
https://www18.atwiki.jp/live2ch/pages/492.html


ご注意： 
※『OBS Studio（Ver 16.2の場合）』では、「アップル VT H.264 ソフト 
　ウェアエンコーダ」を使用する場合は、配信サービス（ニコニコ生放送） 
　によっては対応できない、若しくは障害が生じる場合があります。 
　トラブルが発生する際は、「x264」を使用することをお勧めします。 
　詳しくは下記のサイトをご参照下さい。 
　http://ch.nicovideo.jp/kenta0644/blomaga/ar537095 

※録画（ローカル録画）する際は、ハードウェアエンコーダを使用するのであれば 
　「アップル VT H.264 ハードウェアエンコーダ」を、ソフトウェアエンコーダ 
　を使用するなら「x264」を選択することをお勧めします。もっと詳しく設定 
　したい場合は、【種別】を「カスタム出力（FFmpeg）」にして下さい。 
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http://ch.nicovideo.jp/kenta0644/blomaga/ar537095


※ソース機器（ゲーム機など）の映像と音声に合わせない（映像と音声のズレ） 
　場合は、『OBS Studio』には、 ソース機器の音声を遅延させるという 
　機能「ミキサー」を利用して下さい 
①　「ミキサー」の横にある歯車アイコンをクリックします。 
②　「マイク」の「同期オフセット (ミリ秒)」に1,000～2,500の数字を入力し、 
　　音の先行・遅延を調整出来ます。 

※下記の表に記載されている数字を参照して下さい： 

※パソコンの仕様やお客様の設備環境、ゲームの画面により、動画のエンコード 
　や処理速度が違うため、遅延が異なります。音ズレが改善しない場合は、 
　数値を調整して下さい（例：100→200、500→600、1000→1100…）。 
※設定方法は、下記のサイトをご参照下さい。 
　http://www18.atwiki.jp/live2ch/pages/492.html 
　http://ch.nicovideo.jp/kenta0644/blomaga/ar646845 
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バッファリングを使用する（→31ページ）
エンコードの設定 
（→38~40ページ）

使用 不使用

アップル VT H.264  
ハードウェアエンコーダ 100 200

x264 500 500

FFMPEG 1000 1000

http://www18.atwiki.jp/live2ch/pages/492.html
http://ch.nicovideo.jp/kenta0644/blomaga/ar646845


Step 5. 
　（映像[Video]）解像度を設定します 

「映像」を選択し、録画・配信に出力される解像度 / FPS（フレームレート） 
を設定することができます。 

※解像度はビットレートとセットで考えていく必要があります。 
　解像度や画質・音質ビットレートの設定例は、下記のサイトをご参照下さい。 
　https://www18.atwiki.jp/live2ch/pages/492.html 

　http://ch.nicovideo.jp/kenta0644/blomaga/ar537095 

　http://ch.nicovideo.jp/isotope/blomaga/ar773745 
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基本（キャンパス）解像度 モニター解像度

出力（スケーリング）解像度 
[録画・配信に出力される解像度]

1920x1080、1536x864、1440x810、 
1280x720、1152x648、1096x616、 
960x540、852x480、768x432、696x392

縮小フィルタ 
（画像補間のフィルタ）

- バイリニア（スケーリングする場合ぼやけているが最速） 
- バイキュービック（先銳化スケーリング、16のサンプル） 
- ランチョス（先銳化スケーリング、32のサンプル） 
 
※動作重視：「バイリニア」を選択 
※画質重視：「バイキュービック」 or 「ランチョス」を選択

FPS 
[録画・配信に出力される 
フレームレート]

- FPS共通値： 
  60、59.94、48、30、29.97、20、10 
 
- FPS整数値 / FPS分数値： 
  （上級者向ける）好きな整数を設定できます 
　※解像度によっては、設定したFPS整数値は 
　　使用できない場合があります。

https://www18.atwiki.jp/live2ch/pages/492.html
http://ch.nicovideo.jp/kenta0644/blomaga/ar537095
http://ch.nicovideo.jp/isotope/blomaga/ar773745


Step 6. 
　（配信設定[Stream]）配信するための設定方法 

　実際に配信する前に、各配信サイトに接続するために放送設定を行う必要があり
ます。【配信種別】で「ストリーミングサービス」を選択し、利用するサービス 
を、「Twitch」「YouTube / YouTube Gaming」「Facebook Live」 
「hitbox.tv」などの配信サービスから選びます。 
　若しくは「カスタムストリーミングサーバー」を選択し、「URL」及び 
「ストリームキー」を入力して配信を行います。 

※「ニコニコ生放送」で配信する場合は、「URL」及び「ストリームキー」 
　を入力する必要がありますので、「カスタムストリーミングサーバー」 
　を選択して下さい。　※　ニコニコ生放送の配信設定については、 
　下記のサイトをご参照下さい。 
　http://qa.nicovideo.jp/category/show/417 
　http://qa.nicovideo.jp/category/show/465 
　http://ch.nicovideo.jp/kenta0644/blomaga/ar537095 
　http://ch.nicovideo.jp/Nico-Broadcasting-tool/blomaga/ar986827 
　http://ch.nicovideo.jp/kenta0644/blomaga/ar1030770 
　http://ch.nicovideo.jp/kenta0644/blomaga/ar1030770 

　ニコニコ生放送の「新配信」を利用する場合は、（ニコニコサイト側） 
　必ず「外部ツール配信」に切り替えてください。下記の「外部ツール配信 
　に切り替える」ボタンで切り替えることができます。 
　http://qa.nicovideo.jp/faq/show/6299 

　http://qa.nicovideo.jp/faq/show/701 
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http://qa.nicovideo.jp/category/show/417
http://qa.nicovideo.jp/category/show/465
http://ch.nicovideo.jp/kenta0644/blomaga/ar537095
http://ch.nicovideo.jp/Nico-Broadcasting-tool/blomaga/ar986827
http://ch.nicovideo.jp/kenta0644/blomaga/ar1030770
http://ch.nicovideo.jp/kenta0644/blomaga/ar1030770
http://qa.nicovideo.jp/faq/show/6299
http://qa.nicovideo.jp/faq/show/701


※各配信サービスに接続する方法（「URL」、「ストリームキー」、 
　「カスタムストリーミングサーバー」などの取得方法）は、 
　下記のサイトをご参照下さい。 
　https://www18.atwiki.jp/live2ch/pages/492.html 

　http://ch.nicovideo.jp/kenta0644/blomaga/ar537095 

　http://ch.nicovideo.jp/isotope/blomaga/ar773745 

　http://goo.gl/ZYKL6C（Facebook Live） 

■　配信が「ストリーミングサービス」の場合 

■　配信が「カスタムストリーミングサーバー」の場合 
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https://www18.atwiki.jp/live2ch/pages/492.html
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Step 7. 
　配信/録画の開始・終了 

　配信を開始するには、「配信開始」を押します。配信を終了する場合は、 
「配信終了」を押して下さい。 

　　 

※「ニコニコ生放送」で配信する場合は、最初にニコニコ生放送側で放送枠を取る 
　必要があります。事前に放送枠を取得していない場合は、『OBS Studio』側で 
　「配信開始」を押したとき「配信可能な放送枠がありません。」というエラー 
　が出て、配信を開始できません。「ニコニコ生放送」で配信する際は、 
　必ず新規番組を登録して放送枠を事前に取得して下さい。 
※配信中に録画したい場合は、「録画開始」をクリックするか、または「設定」 
　→「一般」で「配信時に自動的に録画」にチェックを入れておきます。 
　録画時の画質については、「設定」→「出力」で設定します（→37~38ページ）。

■　録画（ローカル録画）の開始・終了 
　配信中でなくとも、同様の操作により録画可能です。録画を開始するには、 
「録画開始」を押します。録画を終了する場合は、「配信終了」を押して下さい。 

■　スタジオモード 
　【スタジオモード】を利用すれば、録画中であってもシーン・ソースの編集・ 
調整もできます。 
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※配信・録画・スタジオモードを利用するには、下記のサイトをご参照下さい。 
　https://www18.atwiki.jp/live2ch/pages/491.html 

　https://www18.atwiki.jp/live2ch/pages/492.html 

　http://ch.nicovideo.jp/kenta0644/blomaga/ar537095 

　http://ch.nicovideo.jp/isotope/blomaga/ar773745 

　http://www.nicovideo.jp/watch/sm28136898?via=thumb_watch&at=title 
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　「AVT-C878」はUVC（USB Video Class）・UAC（USB Audio Class）対応 
なので、プラグ＆プレイ機能により、Webカメラのように自動でMacに認識される 
ため、配信ソフトを利用せず、ブラウザ（Safari、Google Chromeなど） 
で簡単に配信ができます。 

※但し、配信サービスにより、ブラウザで直接AVT-C878を設定して配信できない 
　（Twtich、YouTubeなど）、若しくは正常に使用できない場合があります。　 
　その場合は、別途『OBS Studio』を利用して下さい。 
※配信サービスの更新、パソコン（Mac）の構成環境、ブラウザの更新・Bug 
　により、対応できなくなる可能性がありますので、ご了承下さい。 

■　（アプリ起動前）製品セットアップ 

Step 1.　（AVT-C878）モード切替スイッチを左にスライドして、「PCモード」を 
選択します。 

Step 2.　AVT-C878のHDMI IN 端子と録画・配信するソース機器（ゲーム機など） 
の映像/音声出力（HDMI OUT 端子）を接続します。実況を行う場合は、ヘッドセット 
をAVT-C878のヘッドセット用端子に接続して下さい。 

Step 3.　付属のUSB 2.0 ケーブルでパソコン（Mac）と接続します。そして、ソース 
機器の電源を入れて起動して下さい（ソース機器から映像と音声が出力されます）。 

Step 4.　Apple メニュー → 【システム環境設定】→【サウンド】→「入力」タブの 
順に選択して、【Live Gamer Portable 2】を選択して下さい（→21ページ）。 
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3-3. ブラウザ（Safariなど）



■アプリケーションの設定方法 

　Finderの「アプリケーション」フォルダからブラウザ（Safari、Google Chrome
など）を起動します。 
　以下は『Safari』を使用します。 

■設定例：①　ニコニコ生放送 

Step 1. 
　最初に放送枠を取得しておく必要があります。手順は以下どおりです： 

※下記のサイトをご参照下さい。 
　http://www18.atwiki.jp/live2ch/pages/183.html 
　http://www18.atwiki.jp/live2ch/pages/318.html 
　http://www18.atwiki.jp/live2ch/pages/323.html 

①　ニコニコ生放送のサイト（http://live.nicovideo.jp/?header）にログインします。 
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②　ニコニコ生放送ページに入ります。【放送する】というボタンを押します。 

③　【通常配信】若しくは【新配信】を選択して下さい。以下は【通常配信】を 
　選択します。（※2016.12月現在：「新配信」を選択する場合は、ニコニコ生配信 
　サイト側の問題 / パソコンの構成環境 / ブラウザの更新・Bugにより、正常に使用 
　できない・映像が映らない可能性があります。その際は、「通常配信」を使用して 
　下さい。） 

※「新配信」と「通常配信」の違いは、下記のサイトをご参照下さい。 
　http://blog.nicovideo.jp/niconews/ni064355.html 
　http://www.gamehuntblog.com/entry/niconico_live_beta 

④　画面の指示に従って、番組情報を入力して、【確認】をクリックします。 
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④　入力した番組情報を確認した上、「上記の利用規約に同意する」にチェックを 
　入れて、最後は【放送を開始する】を押して放送枠を取得します。 

Step 2. 
①　放送枠が取れたら、配信画面に切り替えます。 
　　「Adobe Flash Player 設定」の「カメラとマイクへのアクセス」 
　　で 「許可」を選択します。 

②　【かんたん配信】を選択してから、「映像」と「音声」にチェックが入っている 
　　ことを確認します。（ここにチェックが入っていないと映像を配信できません）。 

　【映像】及び【音声】の選択肢の中の「Live Gamer Portable 2」を選択すると、 
　「カメラ映像確認」側ではAVT-C878と接続しているソース機器（ゲーム機など） 
　　の画面が映し出されます。 
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　※正式に配信を開始する前に、【音声】では「Live Gamer Portable 2」が正しく 
　　設定されても、ソース機器とヘッドセットから入力された音声の信号レベルが 
　　表示されません（プレビュー音声を聴くことができません）。番組を開始すると、 
　　ソース機器から入力された音声の信号レベルが表示されます（音声をプレビューする 
　　際はミュートを解除して下さい）。 
　※正式に配信を開始する前に、『OBS Studio』を使ってソース機器の音声を聞きたい 
　　場合は、『LineIn』というソフトを利用して下さい（但し、音ズレは発生します） 
　　（『LineIn』の使用方法は、56ページまでご参照下さい）。 

　※こんな時：映像が映らない、若しくは【映像】に「Live Gamer Portable 2」 
　　という項目が表示・認識されない場合は、下記をご確認下さい： 
　1)　AVT-C878を使用している他の録画・配信ソフト・ブラウザを終了して下さい。 
　2)　AVT-C878と接続しているソース機器（ゲーム機など）が起動するか、 
　　　若しくはソース機器が正しく接続されるか、改めて確認下さい。 
　3)　1.　一度ブラウザを終了し、AVT-C878に接続しているUSB・HDMI 
　　　　　ケーブルを全て外して、再度接続してから、『QuickTime Player』 
　　　　　を起動して、【カメラ】及び【マイク】を「Live Gamer Portable 2」 
　　　　　に改めて設定し、映像と音声が正常に出力・表示されるかどうか、 
　　　　　確認して下さい。 
　　　2.　『QuickTime Player』を終了して、ブラウザを再起動します。 
　　　　　【映像】及び『音声』を「Live Gamer Portable 2」に設定し、 
　　　　　映像が正常に出力・表示されるかどうか、改めて確認して下さい。 
　4)　Macはスリープ復帰時にデバイス（AVT-C878）の認識をしなくなる場合は、 
　　　AVT-C878に接続しているUSB・HDMIケーブルを全て外して、改めて接続して 
　　　再試行して下さい。解決できない場合は、一度Macを再起動してから、 
　　　再度お試し下さい。 
　5)　『QuickTime Player』でソース機器の音声が入力されない場合 
　　　（【音声入力キャプチャ】の入力レベルが動いていない）は、 
　　　Apple メニュー → 【システム環境設定】 → 【サウンド】 → 「入力」タブ 
　　　の順に選択して、【Live Gamer Portable 2】を選択して下さい 
　　（→21ページ）。 
　6)　ソース機器の接続に関しての詳細は製品ページのQ&Aページまで。 
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Step 3. 
　準備ができましたら、「本番開始」→「はい」の順にクリックすると、 
配信が開始します。配信を終了したい場合は、「番組終了」→「はい」 
の順にクリックします。  
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【■設定例：②　Ustream 

Step 1. 
　Ustreamのサイト（http://www.ustream.tv）にログインして、「ライブ配信」 
をクリックします 

Step 2. 
　「Adobe Flash Player 設定」の「カメラとマイクへのアクセス」で  
「許可」を選択します。 
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Step 3. 
　「映像」と「音声」が「ON」の状態になっていることを確認します 
（ここが「OFF」の状態だと映像と音声を配信/録画できません）。 

　【映像】及び【音声】の選択肢の中の「Live Gamer Portable 2」を選択すると、 
プレビュー画面にはAVT-C878と接続しているソース機器（ゲーム機など）の画面が 
映し出されます。 

※Ustreamでは、ソース機器とヘッドセットの音声をプレビューできません（音声は 
　出ません）が、配信（視聴者にゲームを聞いてもらう）・録画（録画してできた動画） 
　は問題ありません。『OBS Studio』を使ってソース機器の音声を聞きたい場合は、 
　『LineIn』というソフトを利用して下さい（但し、音ズレは発生します） 
　（『LineIn』の使用方法は、56ページをまでご参照下さい）。 
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Step 4. 
　準備ができましたら、「配信開始」をクリックすると、配信が開始します。 
配信を終了したい場合は、「配信停止」をクリックします。 

　配信中に録画したい場合（Ustream配信のサーバーへのアーカイブ同時録画）は、
「録画開始」をクリックします。録画を終了したい場合は、「録画停止」を 
クリックします。また、配信中ではなくても、同様の操作で録画可能です。  

※配信中に録画する場合は、配信を終了しても録画が同時に中止されません。 
　手動で【録画停止】を押して下さい。 

※自動録音を設定したい場合は、下記のサイトをご参照下さい。 
　http://goo.gl/59kyAZ 
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※【ダッシュボード】→【過去の番組一覧】の順にクリックすると、 
　録画した動画を確認でき、簡単な編集やダウンロード、YouTubeへの 
　アップロードをすることができます。 
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　『LineIn』というアプリを利用すれば、（Macに接続している）AVT-C878に接
続されるソース機器の音声を聴くことができます。『OBS Studio』やUstream 
などを利用する際、ソース機器の音声を聞いてチェックしたい場合は、 
『LineIn』を利用して下さい。 

ご注意： 
※『LineIn』はAVT-C878の音声をキャプチャーして、 
　スピーカー若しくは他のデバイスやソフトウェア（例：Soundflower）から 
　直接出す「パススルー」を行う、音が先行されてしまいます。 
　（AVT-C878はUSB 2.0接続で約0.18秒遅延が発生するので、映像と音声が 
　合いません）。 

■　アプリケーションのダウンロード 

　『OBS Studio（Open Broadcaster Software Studio）』公式サイト 
（https://rogueamoeba.com/freebies/）にアクセスし、『LineIn』 
をダウンロードします。 

  /  56 60

3-4. LineIn

https://rogueamoeba.com/freebies/
https://rogueamoeba.com/freebies/


■アプリケーションの設定方法 

「OBS」を起動して、以下の図のように、 
・【Input From】の選択肢の中の「Live Gamer Portable 2」を選択します。 
・【Output to】の選択肢の中の「Default System Output」を選択します。 
　（ 【システム環境設定】→【サウンド】→「入力」タブの順に 
　　　選択して、【内蔵スピーカー】を選択して下さい。） 

最後は「Play Thru」をクリックすると、AVT-C878（ソース機器）の 
音声を聞くことができます。 
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情報

・本製品は、第二種情報装置（住宅地域又はその隣接した地域において使用されるべき 
　情報装置）で、住宅地域での電波障害防止を目的とした情報処理装置など電波障害 
　自主規制協議会（VCCI）基準に適合しております。しかし、本装置をラジオ、テレビ  
　ジョン受信機に接近してご使用になると、受信障害の原因となることがあります。  
　この説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 

この装置は、クラスB情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用するこ
とを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して
使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。取扱説明書に従って正
しい取り扱いをしてください。 

顧客プライバシー保護

・AVerMedia Technologies はお客様との取引やサービスを提供するためにお客様の 
　個人情報を収集し、その範囲内で収集した個人情報を利用します。また、収集した 
　お客様の個人情報は、お客様の承諾を得ない第三者には提供・開示しません。 

　製造元：AVerMedia Technologies 
　Webサイト：http://www.avermedia.co.jp 

安全のために、必ずお読みください

警告：この警告を無視して誤った取り扱いをすると、人体に多大な損傷を負う可能性が 
想定される内容を示しています。 
（注意：取り付け・接続の際は、以下を厳守してください。感電・火災・発煙の原因 
　となります。） 

・　本製品は、VCCIクラスBに基づき、家庭環境で使用することを目的に設計されています。 

・　本製品の使用にあたり、この説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 

・　安全のため接続手順をこの説明書に従って行ってください。 
・　添付品または指定品をご使用ください。 
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 12 使用上のご注意

情報

本製品は、第二種情報装置（住宅地域又はその隣接した地域において使• 
用されるべき情報装置）で、住宅地域での電波障害防止を目的とした情
報処理装置など電波障害自主規制協議会（VCCI）基準に適合しており
ます。しかし、本装置をラジオ、テレビジョン受信機に接近してご使用
になると、受信障害の原因となることがあります。この説明書に従って
正しい取り扱いをしてください。

顧客プライバシー保護

AVerMedia Technologiesはお客様との取引やサービスを提供するために• 
お客様の個人情報を収集し、その範囲内で収集した個人情報を利用しま
す。また、収集したお客様の個人情報は、お客様の承諾を得ない第三者
には提供・開示しません。 
製造元：AVerMedia Technologies 
Web サイト：http://www.avermedia.co.jp

安全のために、必ずお読みください。

警告：この警告を無視して誤った取り扱いをすると、人体に多大な損傷を
負う可能性が想定される内容を示しています。 
（注意：取り付け・接続の際は、以下を厳守してください。感電・火災・
発煙の原因となります。）

本製品は、VCCI Class-Bに基づき、家庭環境で使用することを目的に設• 
計されています。

本製品の修理・分解・改造をしないでください。• 

本製品の使用にあたり、この説明書に従って正しい取り扱いをしてくだ• 
さい。

安全のため接続手順をこの説明書に従って行ってください。• 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラスB情報技術装置
です。この装置は家庭環境で使用することを目的としていますが、ラジオやテレビジョン受信機に近
接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。取扱説明書に従って正しい取り扱いを
してください。

第3章：使用上のご注意

http://www.avermedia.co.jp


・　体に帯電した静電で部品が壊れる恐れがありますので、本製品の回路部分には直接手を 
　　触れないでください。 

・　本製品の基板部分には直接手を触れないでください。基板には尖っている部分があります。 
　　誤って触れるとけがの原因となります。 

・　本製品は子供が手を触れないようにしてください。 

・　本製品の分解・改造をしないでください。 

・　本製品に他の家電製品を近づけて使用した場合、重心障害を起こすことがあります。 

・　作業の前に、本製品を接続する機器および周辺機器の電源を切り、コンセントから 
　　抜いてください。 

・　本製品の動作中、停電や電源を落とした場合は、正常に録画ファイルの保存がで 
　　きなかったり、ファイルの消失が発生する可能性があります。 

・　極端な温度の中で本製品を使用しないでください。 

・　火災や感電の原因となるので、電源をいれたまま移動しないでください。 

・　火災や感電の危険があるので、本製品をぬらしたり、ぬれた手で扱わないでください。 

・　火災や感電の危険がある場合は、本製品を自身で修理組み立てを行わないでください。 

・　煙が出たり変な臭いや音がしたら、すぐに使用を中止してください。 

お問い合わせ 

・　ご購入前の製品に対するお問い合わせ、その他のご質問、ご購入後の製品の修理と 
　　技術的なお問い合わせ： 
　　アバーメディアサポートセンター：AVT.Japan@avermedia.com 
　　※受付時間9:00～17:00　月～金曜日（祝祭日を除く） 

  /  59 60

mailto:AVT.Japan@avermedia.com


修理について

・　保証期間中（ご購入日から1年間）の自然故障につきましては無償修理の対象と 
　　なります。 
・　自然故障以外、または保証期間外の有償修理をご希望の場合、先に修理金額を 
　　お知らせします。その上で、修理をお受けになるかご検討ください。修理依頼 
　　いただかない場合は、有料で返送いたします。  
・　サポート対応は日本国内のみとなります。 
・　保証を受ける為には、レシートなどのご購入履歴のわかるものをご購入された 
　　正規販売店にご提示いただく必要があります。お客様におかれましては、 
　　レシートなどのご購入履歴のわかるものを大切に保管していただきますようお願い 
　　いたします。 
・　製造地：台湾（アクセサリーを除く） 
・　仕様および外観は製品改良のため、予告なく変更されることがあります。 
・　「AVerMedia」はAVerMedia Technologies, Inc.の商標（または登録商標）です。 
　　その他、記載されている全ての商標は各社の所有物です。  
・　本製品で記録したものを、私的な目的以外で著作権者や他の権利者の承諾を得ずに 
　　複製・配布・配信することは著作権法や国際条約の規定により禁止されています。 
・　本製品の使用によって生じるあらゆる直接的・間接的損害に関して、 
　　AVerMedia Technologiesは一切の責任を負いません。 
・　記載されているすべての商標は各社の登録商標または商標です。 
・　並行輸入品にご注意ください： 
　　並行輸入品には輸入元の国・地域が発行した地域保証が付与されますが、地域保証 
　　はその地域内のみが適用範囲となります。 日本国内での正規保証が適用 
　　されません。 現状、サポートセンターの人的・物的な対応余力、及びそれら海外 
　　仕様製品に係る技術的ノウハウ等の観点から、 修理・メンテナンスなどの 
　　アフターサービスを行うことができません。また、これら並行輸入品のご購入 
　　に関するトラブルにつきましても、弊社では対応いたしかねます。ご理解のほど 
　　お願い申しあげます。
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